
環境経営レポート

令和　4年度版

株式会社モアグリーン

　   作  成  日：令和　5年   9月  25日

対象期間：令和　4年　7月　1日～令和　5年　6月 30日



改定 平成 30年　４月 　１日

制定 平成 17年　４月 　１日

株式会社　モアグリーン

代表取締役　青木　登美男

１. 環 境 経 営 方 針

「一世紀前の地球環境を取り戻すために」

○会社一丸となって環境保全活動を推進する為、エコアクション
２１に積極的に参加することで、これを運営・維持することを目標
とします。

○環境方針を達成するため、技術的・経済的改善を行います。

環境保全活動では、次の活動に重点的に取り組みます。
（１） 地球温暖化防止のため軽油、ガソリンを削減します。
（２） 産業廃棄物を適正に処理します。
（３） リサイクル製品の開発及びリサイクル製品の使用に努め

ます。
（４）環境関連法規の順守をします。

○この方針は全社員に周知するとともに社外にも公表します。
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２．事業活動の概要

（１）事業者名及び代表者

株式会社モアグリーン

代表取締役　青木　登美男

（２）所在地

本社 〒928-0326 石川県鳳珠郡能登町字斉和の部３番地

駐車場 〒928-0324 石川県鳳珠郡能登町字中斉1字34番地1

(3)環境管理責任者及び担当者

環境管理責任者　　　　　　 道下　忠利

環境担当責任者　取締役　青木加代子

連絡先 電話　0768-76-0272

FAX　0768-76-0206

  e-mail morel@p2262.nsk.ne.jp

（４）事業の内容

一般建設業許可業

とび・土工工事業、土木工事業、造園工事業、さく井工事業、舗装工事業

しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業、石工事業、管工事業

落石防護ネット等の傾斜面保護工事一式

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物、一般廃棄物のリサイクル及びコンサルティング

産業廃棄物の処理並びにアスファルト合成骨材、その他木材建設用資材

等の廃棄物の再生製品の販売

産業廃棄物のリサイクルに関する研究及び装置の製造販売

電気工事業、街路灯ポール及び電気照明器具の販売、修理

林業に関する一切の業務、建築用材料の販売

一般廃棄物収集運搬業
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（５）事業の規模

創業 平成　3年　2月27日

完工高 （令和　4年度）

資本金

従業員数 11名

（６）対象範囲（認証登録範囲）

全組織 株式会社モアグリーン

全活動 とび・土工工事業（法面工事）

土木工事業、造園工事業、さく井工事業、水道工事業、産業廃棄物収集運搬業

（７）レポートの対象期間及び発行日

（８）情報公開項目

　　①事業所の概要

創業 平成　3年　2月27日

資本金

完工高 （令和 　4年度）

組織図 別途記載

　　②許可の状況

　　　　・許可の内容

石川県 石川県

種類 収集運搬業 積替保管　なし

取得年月日 令和２年１１月　５月

有効期限 令和７年１１月　４月

許可番号 第01700217783号

事業の範囲 汚泥（水銀含有ばいじん等であるものを除く）、廃プラスチック類

これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除き、石綿含有産業廃棄物である

もの及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを含む以上８種類

　　　　　・施設の状況

　　コンテナフルトレーラ 13200ｋｇ １台

〃 9700ｋｇ １台

　　脱着装置付きコンテナ専用車 10100ｋｇ １台

　　コンテナ専用車（トラクタ） 9800ｋｇ １台

　　　　　・収集運搬の実績 1314.28

　　　　　・処理費用 別途見積もりします。

　　　　・許可の内容.許可の内容（一般廃棄物収集・運搬業）

石川県　　能登町

種類　　収集運搬業 （一般廃棄物（特別管理一般廃棄物、し尿及び浄化槽汚泥を除く））

許可年月日　　令和4年4月1日 許可の有効期限　　　令和5年12月31日

許可番号　　第19号

紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、カラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

353百万円

353百万円

20百万円

　・環境経営レポートの発行日　　(令和  5年 9月 25日）

20百万円

　・環境経営レポートの対象期間（令和4年　7月　1日～令和5年　6月30日）
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営業 経理

［責任者の役割と責任］

・環境方針を策定する。

・経営資源（人・物・金）を把握し提供する。

・環境管理責任者の任命

・環境経営システム及び環境方針の見直しを行う。

・エコアクション２１の運用

・環境関連法律の順守評価

・電気の消灯

・書類作成

・アイドリングの徹底

・重機及び車両の点検整備の徹底

・建設現場においては、現場責任者が環境への

　取組責任者となる

工　事　課

3.エコアクション21実施体制の構築

令和5年7月1日現在

代　表　者
代表取締役　青木登美男

環境管理責任者
道下　忠利

事務局
青木　加代子

干

場

奈

美

枝

代　表　者
代表取締役
青木登美男

環境管理責任者

道下　忠利

事　務　所

工　事　課

大

古

一

人

要

力

一

俊

 

上

井

久

男

上

田

充

邦
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4.環境経営実績

単位
令和2年度実績

(R2.7.1～Ｒ3.6.30）

令和3年度実績

(R3.7.1～Ｒ4.6.30）

令和4年度実績

(R4.7.1～Ｒ5.6.30）

㎏-CO2 240,994 265,774 258,176

万円 280.00 268.00 353.50

ｋWｈ 8,970 8,331 8,020

現

場
㍑ 12,183 14,167 16,729

ト
レ

ー

ラ

ー
㍑ 65,423 72,583 68,693

除

雪
㍑ 2,496 2,769 1,649

㍑ 11,826 10,554 10,531

㍑ 1,439 2,050 1,636

トン 50.49 152.80 344.50

％ 100 100 100

㎥ 93 90 88

　コピー用紙使用量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（枚／年）枚数 19,900 18,358 18,100

15 3 10

灯　油

廃棄物排出量

リサイクル率

水使用量の削減

ＲＳ緑化工法

（石川県建設新技術認定）

二酸化炭素排出量

電  　　　　　 気

軽　　　油

ガソリン

売上髙
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5.環境経営目標
※電力の二酸化炭素排出係数は0.627kg-CO2/KWｈを使用した。

※令和 ３年度の実績を基準に、年１％づつ削減することを目標とした。

※産業廃棄物排出量は目的設定せず、実績把握のみとしリサイクル率９５％以上とした。

項　　　目 単位
令和３年度

実績値
令和４年度

目標
令和５年度

目標
令和６年度

目標

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 265,774 263,116 260,485 257,880

電   気 ｋWｈ 8,331 8,248 8,165 8,084

軽   油 ㍑ 89,520 88,625 87,739 86,861

ガソリン ㍑ 10,554 10,448 10,344 10,241

灯　油 ㍑ 2,050 2,030 2,009 1,989

産業廃棄物排出量 トン 153 ￣ ￣ ￣

リサイクル率 ％ 100 95以上 95以上 95以上

水使用量の削減 ㎥ 90 89 88 87

コピー用紙使用量 枚 18,358 18,174 17,993 17,813

3
ＲＳ緑化工法

（石川県建設新技術認定）
毎年3件以上を受注
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6.環境経営計画

・空調温度管理を実施（冷房27℃　暖房21℃）

・不要照明の消灯

・照明器具の清掃

・パソコンの電源オフによる待機電力の削減

・エコ運転の実施

・不要な荷物を降ろす

・建設機械等の自主点検整備の徹底

　灯油使用量の削減 ・暖房設定温度の適正化

　　ＲＳ緑化工法の推進

　　インク類リサイクル

環境目標達成の為に下記の通り決定し、従業員が一丸となって取り組みます。

改善取組事項 具体的取組内容

電気使用量の削減

軽油使用量の削減 ・排出ガス対策型リース機械採用

・タイヤの空気圧チェック（給油時にチエックしてもらう）

ガソリン使用量の削減
・エコ運転の実施

・急発信・急加速運転の禁止、アイドリングストップ

　　産業廃棄物排出量の削減
・リサイクル物の有効利用

・取引業者へ梱包材簡略化通達を徹底

　　リサイクル率の推進
・廃棄物の分別・リサイクルの徹底

・プリンターのインク・トナー類のリサイクル

                          環境保護ベース機械

グリーン購入 ・石川県エコ・リサイクル認定製品使用の提案

・営業に力を入れる

　　水使用量の削減
・節水の表示等で節水を呼びかけ

・漏水のチェック

　　コピー用紙使用量の削減
・ミスプリント・ミスコピーの防止（プレビュー表示）

・コピー用紙のリサイクル

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減
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ＲＳ緑化工法

　ＲＳ緑化工法は、緑化基礎工を主体とし、小規模な表層崩壊に対する抑止工として用いる簡易

吹付法枠工法です。従来のような複雑な型枠を使用せず、台座スペーサーに鉄筋をはめ込むだ

けの単純な構造になっています。適用できる法面としては安定勾配の切土法面や自然斜面にお

ける法面保護工として緑化基礎工に使用します。断面形状は底幅が300mm、枠高100mmの「欠

円状」になります。使用する台座スペーサー及び、上部スペーサーは廃プラスチックから製造され

ており、台座スペーサーにおいては石川県エコリサイクル認定製品にも登録されています。

　平成23年にＲＳ緑化工法（H-100型）として石川県新技術認定を頂きました。

　　　　　　　着工前 ラス張工 鉄筋組立設置

　　　台座スペーサー設置 上部スペーサ―設置

中吹き 完成

計 10 3,525

施工手順

アンカー鉄筋打設

枠モルタル吹付

令和4年度　　　　　　　　　工　事　実　績

発　注　者 件数 ㎥ 工事場所

中能登土木総合事務所 1 54 羽咋市

奥能登土木総合事務所 8 3,270 輪島市

県央土木総合事務所 1 201 金沢市

t＝5cm

植生基材吹付工

モルタル吹付

台座スペーサー

菱形金網

D10

上部スペーサー

2.0×50×50
3 0 0

1
0
0 5
0

5
0

5
0

5
0

6 0 1 2 01 2 0
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7.令和4年度の取組み結果及び評価

（令和3年度） （令和4年度） （令和4年度）

実績 目標 実績

二酸化炭素

排出量
㎏-CO2 265,774 263,116 258,176 98% 〇

電   気 ｋWｈ 8,331 8,248 8,020 97% 〇

軽   油 ㍑ 89,520 88,625 87,070 98% 〇

ガソリン ㍑ 10,554 10,448 10,531 101% △

灯　油 ㍑ 2,050 2,030 1,636 81% 〇

産業廃棄物排出量 トン 152.8 - 344.5 - -

リサイクル率 ％ 100 95以上 100 - ○

水使用量の削減 ㎥ 90 89 88 99% ○

コピー用紙使用量

（枚／年）
枚数 18,358 18,174 18,100 100% 〇

3 3 10 333% ○

目標を達成した項目数が増加しており、全体の環境活動も機能しているので現状の体制で

引き続き継続します。

RS緑化工法は施行現場数が回復した。増加傾向が継続するよう営業努力が必要である。

軽油使用量は売上高が約３０％増加したが、目標値を達成した。工事の種類が重機の

使用が少ない現場が多かったことの効果が大きい。

ガソリンは工事現場が近かったので使用量は大幅には増加しなかった。

評価

ＲＳ緑化工法

（石川県建設新技術認定）

※評価基準　〇：100％以下　△：101～130％　×：130％以上

項　　　目 単位 達成率
（実績/目標）
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8.環境経営取組結果とその評価及び次年度の取組内容

結果

達成

改善取組事項 評価及び次年度の取組内容

二酸化炭素排出量の削減
・排出ガス対策型の重機・機械使用
・今後車両点検、エコドライブに心がける。

電気使用量の削減 達成
・不要照明の消灯（退室時・休憩時間）
・待機電力の削減（パソコン等）実施できた。

軽油使用量の削減 達成
・省エネ運転の励行
・建設機械等の自主点検整備の徹底
・排出ガス対策型リース機械採用

ガソリン使用量の削減 達成
・遠方の現場が減少した。
・エコ運転の徹底の継続
・エコタイヤの購入を促進する

　灯油使用量の削減 達成 ・暖房器具の清掃
・暖房設定温度の適正化の継続

　　産業廃棄物排出量の削減 ー
・資機材及び仮設材の繰返し使用
・ダンボール・インクカートリッジは
   回収ボックスに出す。

　　リサイクル率の推進 達成
・分別ゴミ置場の設置
・リサイクルの実施

　　水使用量の削減 達成 ・節水活動については、目標を達成できた。

　　コピー用紙使用量の削減 達成
・購入時の活動の徹底で達成できた。
・ミスプリント、ミスコピーの削減できた。
・裏面の再利用（日報・メモ用紙）ができた。

グリーン購入 ・購入努力

　　ＲＳ緑化工法の推進 達成
・10件達成。
・来期もＲＳ緑化工法の営業に力を入れたい。
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９．環境関連法規の順守評価

確認

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 処分依頼先との契約書取り交わし ＯＫ

（廃掃法） 許可証の確認（有効期限、番号等） ＯＫ

管理表（マニフェスト）のファイルと台帳作成 ＯＫ

管理表（マニフェスト）の交付状況報告 ＯＫ

収集運搬業許可の申請（令和2年11月5日） 新規

建設リサイクル法 国の目標：平成２０年度再資源化率９５％

当社目標：毎年９５％以上 ＯＫ

騒音規制法 工事現場の規制値を確認 ＯＫ

振動規制法 重機運転時の注意義務 ＯＫ

フロン排出抑制法 業務用エアコンの簡易点検の実施 ＯＫ

浄化槽法 維持管理の実施。１１条検査の受検 ＯＫ

現状関連法規制等の一覧表及びそれらの遵守状況を確認の結果、

環境関連法規への違反及び重大な苦情等はありません。

なお、関係当局より、違反等の指摘は過去３年間ありません。

また、関連する法律に関しては自らが定期的にチェックをして順守状況を確認しています。

１０.代表者による全体の評価と見直し

目標を達成した項目数は増加しており、会社全体の環境活動も現場での

創意工夫等にも機能しているので現状の体制で引き続き継続します。

公共工事の年々減少傾向の中、ＲＳ緑化工法工事が１０件受注できた。

今後も受注確保のため営業力強化に心掛ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　青木登美男

当社関連法規名 当社順守内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　5年　9月 15日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社モアグリーン
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